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　カクテルパーティ効果と呼ばれる現象がある。聴くことと聴かないことの選別に関する効果のことだ。例えば、たくさんの少人数グループがそれぞれの会話を繰り広げ、それらが混ざり合ってしまうような騒々しいパーティ会場においても、耳は自分と話している相手の声だけを聴き取り、自分とは無関係の会話は聴き取らない。人の耳は、自然とそのように選別しているという。

　しかしながら、実際には、自分達のグループとは無関係の会話が、ふと耳に入って来ることがある。特に盗み聞きをしようとしているわけではなくても、時には、自分達の会話に関する思考を遮ってしまうことさえある。

　会話をしながら、不意に入ってくる言葉を感じる。それによって、会話を続ける意識と、他のグループに向かう意識をかき混ぜることはできないだろうか。私はこうした現象に関する実験を、2009年9月に開催された日本音楽即興学会第１回の懇親会で試みた。そこでは、食事と飲み物が置かれたいくつかのテーブルの周りに、少人数のグループが自然と形成され、それぞれ別の会話で盛り上がっていた。グループ同士の距離は近く、まさにうってつけの状況だと思えたからだ。

　各グループはそれまでの会話を続けながら、ゆっくりと移動する。そうすることによって、グループ同士の距離が変化し、他のグループから様々な会話の断片が入って来るだろう。自分たちが続けている会話に関する思考に、他の会話の断片が入り込むことによって、興味深い混乱がもたらされるかもしれない、そのような期待を抱きつつ、約10分試した。

　しかし、実際にそれを行ってみると、二つの困難な点に気づいた。まず一点目は、会話を続けることと、他のグループの会話の断片を聴くことの両立ができないことだった。意識は自然とどちらかに向いてしまう。片方に集中することで、もう片方がおろそかになる。その繰り返しは、意味のない疲労ばかりを募らせてしまい、楽しみに結び付かなかった。二点目は、会話を続けることを意識することによって、かえって会話が続かなくなることである。それは、自分たちの会話の断片が、他のグループの誰かに聴かれているかもしれないという意識とも無関係ではあるまい。私自身、会話がわざとらしくなり、それを避けようとすればするほど不自然なものになってしまったのである。

　それゆえ私は、懇親会でのこの試みは失敗だったと感じた。ならば、こうした困難を乗り越えるために、どのようにすれば良いのだろうか。考えられるアイデアは、ルールをシンプルに改訂することだ。

　例えば次のようなアイデアが考えられる。会話を続けることと、他のグループから聴こえて来る会話の断片を感じることを同時に行うのではなく、どちらかひとつにすること。話すことと聴くことの両立は難しいが、どちらかに集中することはたやすい。複数の話題が同時進行している懇親会場を歩き回り、様々な会話の断片を聴くという行為は、それ自体様々な楽しみ方を含んでいるだろう。どこにも焦点を当てることなく、耳に入ってくる会話の断片を頭の中でかき混ぜるのである。こうした楽しみは、ロラン・バルトが「テクストの快楽」で述べた試みにも似ている。「ある晩、私は、バーの椅子でうつらうつらしながら、戯れに、耳に入って来る言語活動を全部数え上げようと試みた。音楽、会話、椅子の音、グラスの音、要するに、立体音響のすべて。」彼は、そうした戯れによって、「私の中を単語や小さな連辞や常套句の切れ端が通り過ぎた。そして、いかなる文も形成されなかった」と述べている
。このような外からの言葉の断片にたゆたう体験は、聴くことに集中しないことによって達成される境地として興味深い。

　他には、「会話の中にちぐはぐなやりとりを取り入れる」というルール改訂も考えられる。会話を続けることを意識することによってかえって会話が続かなくなるのならば、突然話題を変えたり、脈絡のない問いかけをしたり、意味不明な受け答えをしたりすることを含めてしまうのだ。そうすることによって、自分たちのグループ内での会話に対する集中度が減り、そのぶん自らの内側に意識が向くことによって、適度にたゆたう意識を楽しめるのではないだろうか。もちろん、それでも、自分がいるグループで進行している会話と、外から偶発的に入ってくる言葉の断片の両方に同じ程度の意識を払うことは難しい。また、通常の会話におけるマナー―――相手の言っていることをよく聞き、適切な受け答えをする―――を捨てることもたやすくはないだろう。長年にわたって身につけた習慣とは違うふるまいをするための意識を獲得していくためには、10分などという短時間ではなく、もっと長時間かけてゆっくりと行う必要があるかもしれない。これは、難しそうではあるが、興味深いことでもある。

　集団即興演奏においては、この懇親会と同じように、複数の異なる音楽が同時に進行することは少なくない。ならば、焦点を分散させる集中の仕方を会得することは、集団即興演奏に新たな愉しみを付け加えることに繋がるかもしれない。

最後に、この実験に付き合ってくださった参加者の皆様全員に、心から謝意を表したい。
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